
高松市教育委員会

令和７年度
  第３回高松市地域部活動検討委員会

   令和８年２月20日



１ 開会
２ 国の動向について（報告）
３ 今年度の実証事業について（報告）
４ 先進地視察について（報告）
５ 今後の取組について
６ その他
７ 閉会

令和７年度 第３回高松市地域部活動検討委員会 次第



1

高松市地域部活動検討委員会委員名簿 （令和７年５月１日現在） 資料１

区 分 氏 名 所属等 役 職

学識経験者 米村 耕平 香川大学 香川大学教授

教育関係団体の役員

北堀 宏 高松市立牟礼中学校 高松市中学校長会 会長

宮脇 充広 高松市立古高松小学校 高松市小学校長会 会長

仁谷 美樹 高松市立香川第一中学校 高松地区中学校体育連盟 会長

倉山 佳子 高松市立古高松小学校 香川県女子体育連盟 常任理事

三好 一生 高松市立国分寺中学校 香中研高松支部音楽部会 会長

辻 佳宏 高松市PTA連絡協議会 高松市PTA連絡協議会 会長

体育・スポーツ
・文化関係団体の役員

大西 努 （公財）高松市スポーツ協会 （公財）高松市スポーツ協会 会長

近藤 賢介 高松市総合型地域SC連絡協議会 高松市総合型地域SC連絡協議会 事務局長

西山 文人 高松市スポーツ少年団 高松市スポーツ少年団 本部長

臼井 隆 香川県吹奏楽連盟 香川県吹奏楽連盟 副理事長



２ 国の動向について（報告）

２

「部活動改革及び地域クラブ活動の推進等に関する総合的なガイドライン」
（令和７年12月策定）

【趣旨】
令和８年度から新たに「改革実行期間」がスタートすることを踏まえ、将来にわたる生徒のス

ポーツ・文化芸術活動の機会の確保・充実等を図るため、部活動改革及び地域クラブ活動の推進等
に関して、国としての考え方を示すもの

【全体構成】
Ⅰ 部活動改革の基本的な考え方・方向性
Ⅱ 地域クラブ活動の在り方及び認定制度
Ⅲ 地域展開の円滑な推進に当たっての対応
Ⅳ 学校部活動の在り方
Ⅴ 大会・コンクールの在り方
Ⅵ 関連する制度の在り方

（別冊資料）
①地域クラブ活動に関する認定制度（指導者登録制度を含む。）
②部活動の地域展開等に関する参考資料



２ 国の動向について（報告）

３

地域クラブ活動の認定制度について

現在、認定地域クラブの認定制度を含む
詳細な実施計画を作成中



３ 今年度の実証事業について（報告）
「香南ししまるクラブ」

４

○運営団体
香南ししまるスポーツクラブ（総合型地域スポーツクラブ）

○実施団体
香南ししまるクラブ（軟式野球）

○活動日
平日：16:00～18:00（水曜日休み） 休日：  8:00～11:00

○活動場所
香南中学校運動場

○参加生徒
香南中学校生徒12名 （R8年度より他校区生徒参加可）

○指導者
地域指導者３名（教員含む）

○活動費用
年単位：入会金1,500円、活動費3,000円、保険料300円
月単位：会費2,000円

●今後の課題
・活動場所・時間の調整（ナイター設備の利用要望）
・近隣にあるクラブとの競合（同種目）



３ 今年度の実証事業について（報告）
「桜町中学校 男子バレーボール部」

５

○運営・実施団体
桜町中学校（部活動）

○活動形態
拠点校部活動

○活動日
中学校の部活動に則る（平日４日、休日１日）

○活動場所
桜町中学校体育館、その他公共施設

○対象生徒
①桜町中学校生徒
②高松市立中学校に在籍しており、かつ
在籍校に男子バレーボール部がない生徒

○指導者
桜町中学校男子バレーボール部顧問

○活動費用
必要に応じて負担

●今後の課題
在籍校の対応（自転車通学・費用負担・拠点校との連携）



３ 今年度の実証事業について（報告）
「合同バンドクラブ」

６

○運営団体
高松市教育委員会学校教育課

○活動形態
合同バンドクラブ（吹奏楽）

○実施時期
土曜日（午前）
10/4、10/11、11/1、11/15、11/29、12/13、
12/20、1/10   計８回

○活動場所
玉藻中学校音楽室等

○参加生徒
玉藻中学校・高松第一中学校 生徒46名

○指導者
地域指導者５名

●今後の課題
・楽器の輸送が前提となると、費用面で継続が困難となる。
・音楽室が上階にあるため、運搬が困難な楽器もあった。



視察日時：２月１２日（木）

視 察 先：神戸市教育委員会、姫路市教育委員会

参 加 者：高松市教育委員会保健体育 課長

高松市教育委員会保健体育課 指導主事

高松市教育委員会学校教育課 指導主事

４ 先進地視察について（報告）

７

神戸市

市立中学校数：84校（分校４校含む）

生徒数：37,900人（５月１日現在）

 部活動数：約1,100部

「コベカツ」（活動団体を募集）
 ・令和８年９月～ 平日・休日ともに開始
 ・活動団体が、運営団体であり実施主体

視察市（地域展開）概要

姫路市

市立中学校数：36校（義務教育学校３校、夜間中学校１校含む）

生徒数：13,397人（５月１日現在）

 部活動数：418部

「姫カツ」（活動団体を募集）
 ・令和８年９月～ 休日開始
 ・令和10年10月～ 平日・休日ともに開始
 ・「姫カツクラブ（認定クラブ）」と「姫カ
ツ連携活動（独自運営民間クラブ）」を設定



神戸市

◇認定地域クラブについて

・認定に向けた事務処理

・クラブ数確保に向けて

◇夜間の施設使用について

・鍵の管理

・使用可能時間

◇教員の兼業について

◇活動支援について

・基金

・ポイント制度

・保険

◇学校備品の使用について

内容

４ 先進地視察について（報告）

８

姫路市

◇「姫カツクラブ」と「姫カツ連携活
動」について
・活動内容の違い
・登録団体数

◇指導者の研修について
・日本版DBS

◇離島の子どもへの対策について
◇大学との連携について
◇コンソーシアム（外郭団体）につい
て

◇情報発信について
・市民への周知や広報活動

◇現状、一番困っていることについて

など

 

◇生徒管理について

・活動時間まで

◇大会の在り方について

・運営について

◇指導者謝金額について

◇コーディーネーターの役

割について

◇１年前に一番困っていた

ことについて

◇現状、一番困っているこ

とについて

など



神戸市：コベカツ ■第３次募集までの結果 1,086クラブが認定登録

４ 先進地視察について（報告）

９

教員の配置に影響されないため、クラブの可能性が広がる
競技人口の減少に悩んでいる競技協会等にとっては、新たな人材を取り入れるチャンス



姫路市

４ 先進地視察について（報告）
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姫カツクラブ：168クラブが認定登録（令和７年12月24日現在）

姫カツ連携活動：200クラブ以上が登録（令和８年１月18日現在）

既存の部活動にない活動の例

ギターマンドリン、ペタンク、フラダンス、スポーツダンス、ドローン操作、囲碁、

将棋、手芸、パン作り教室、郷土歴史、書道、フラワーアレンジメント、三味線、

尺八、筝曲、トールペイント、詩吟、デンマーク体操、生け花、ヨガ、テコンドー、

バトントワリング、ゴルフ、少林寺拳法、ブレイクダンス、よさこい、キックボク

シング、アーバンポーツ など

教員の配置に影響されないため、クラブの可能性が広がる
競技人口の減少に悩んでいる競技協会等にとっては、新たな人材を取り入れるチャンス



部活動の地域展開にかかる本市の体制

５ 今後の取組について

11

高松市地域部活動検討委員会（類似機関）

・大学教授
・中学校校長会
・小学校校長会
・高松地区中学校体育連盟
・香川県女子体育連盟
・香中研高松支部音楽部会

・高松市ＰＴＡ連絡協議会
・（公財）高松市スポーツ協会
・高松市総合型地域ＳＣ連絡協議会
・高松市スポーツ少年団
・香川県吹奏楽連盟

Ｒ４～

保健体育課（運動部）
学校教育課（文化部）
生涯学習課

スポーツ振興課
文化芸術振興課

高松市部活動地域展開
庁内連絡会

事
務
局

総務課
生涯学習センター
図書館 等

市長部局教育委員会

政策課
広聴広報・シティプロモーション課
デジタル戦略課

協働コミュニティ推進課
こども未来館
環境総務課
産業振興課
美術館
交通政策課
消防局総務課 等

専門的立場からの
必要事項等の検討

行政として事業の検討

新規 令和８年２月１０日設置



スケジュール

５ 今後の取組について
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各種課題について
個別に協議

活動の検討

活動団体の募集実施計画の策定

計画案の作成
パブリック
コメント

計画策定

Ｒ８
４月

Ｒ８
秋頃

Ｒ９
９月

関
係
団
体
等
に
周
知

庁
内
連
絡
会

庁
内
連
絡
会

庁
内
連
絡
会

関
係
団
体
等
に
周
知

参加生徒の募集
活動の
認定

R8.2/16
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